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OPINION

人々が集まり、価値を共有しながら過ごすには、どうすれば良いのか─

人
の
努
力
だ
け
に
頼
る
ス

テ
ー
ジ
は
も
う
過
ぎ
た
と

認
識
し
て
い
る
」。
11
月

27
日
、
政
府
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
分
科
会
の
尾
身
茂

会
長
は
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
で
こ
う
述

べ
た
。
冬
を
迎
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状

況
は
日
に
日
に
変
化
し
、
メ
デ
ィ
ア
は
日
々

の
感
染
者
数
を
報
道
す
る
こ
と
に
血
眼
に
な

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
医
療
関
係
者
や
医
療

分
野
以
外
の
有
識
者
か
ら
も
、
私
権
の
制
限

や
強
い
自
粛
を
含
め
た
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
る

3

3

3

3

3

3

3
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「
感
染
症
対
策
」
が
発
信
さ
れ
て
い
る
。

　

日
々
の
〝
情
報
の
洪
水
〟
に
多
く
の
人
々

が
戸
惑
い
、
目
に
見
え
な
い
恐
怖
に
怯
え
、

真
実
が
伝
わ
り
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
。

　

だ
が
、
人
類
は
決
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
に
屈

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
１
年
間
で

世
界
中
の
科
学
者
が
こ
の
新
た
な
感
染
症
を

研
究
し
、医
療
者
が
患
者
の
治
療
に
あ
た
り
、

そ
の
「
正
体
」
と
「
対
処
法
」
は
相
当
程
度

分
か
り
つ
つ
あ
る
か
ら
だ
。
わ
れ
わ
れ
は
、

少
し
厄
介
な
こ
の
ウ
イ
ル
ス
と
向
き
合
う
術

を
、も
は
や
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
。
今
こ
そ
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
特
性
を
正
し
く
学
び
、
こ
の

感
染
症
と
共
存
す
る
こ
と
を
決
意
し
、
日
々

の
暮
ら
し
や
日
本
経
済
の
再
活
性
化
に
向
け

た
道
筋
を
考
え
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
を
克
服
し

〝
明
る
い
未
来
〞を
つ
く
る
に
は

「
個
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米中対立は輸出規制や技術管理の分野にまで及び、「経済安全保障」の重要性が増している。
だが、新冷戦の最前線にある日本では、技術や土地などを守る法律や体制が整備されていない。

世界はまさに動乱の時代。日本は米欧とも連携しつつ、自国を守る「盾」を持つ必要性が高まっている。

取られ続ける技術や土地
日本を守る「盾」を持て

文・インタビュー 小川 聡、加茂具樹、國分俊史、玉井克哉、藤城 眞、宮本雅史、平野秀樹、トーステン・ベナー、
鶴岡路人、クライブ・ハミルトン、奥山真司、村山裕三、編集部（濱崎陽平、川崎隆司、吉田 哲、野川隆輝、友森敏雄）

イラストレーション・マグマジャイアンツ
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国
と
し
て
の
中
国
と
ど
う

向
き
合
う
の
か
。
い
ま
、

日
本
社
会
が
突
き
つ
け
ら

れ
て
い
る
問
い
で
あ
る
。

中
国
の
国
家
戦
略
を
読
み
解
き
な
が
ら
考
え

て
み
た
い
。

　

中
国
指
導
部
が
掲
げ
る
国
家
戦
略
を
理
解

す
る
た
め
の
手
掛
か
り
が
あ
る
。
２
０
２
０

年
10
月
末
に
開
催
し
た
中
国
共
産
党
の
会
議

（
中
国
共
産
党
第
19
期
中
央
委
員
会
第
５
回

全
体
会
議
）
に
対
し
て
、
習
近
平
指
導
部
が

示
し
た
「
国
民
経
済
と
社
会
発
展
の
第
14
次

五
カ
年
計
画
と
２
０
３
５
年
長
期
目
標
の
制

定
に
関
す
る
共
産
党
中
央
委
員
会
の
提
案
」

で
あ
る
。
こ
れ
に
は
21
年
か
ら
25
年
ま
で
の

五
カ
年
の
経
済
社
会
の
発
展
戦
略
と
35
年
ま

で
の
長
期
目
標
が
描
か
れ
、
21
年
３
月
の
全

国
人
民
代
表
大
会
で
国
家
の
意
思
と
し
て
承

認
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
る
。

　

た
だ
し
「
提
案
」
を
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
通

り
５
年
、
15
年
と
い
う
短
中
期
の
戦
略
を
描

い
た
も
の
と
理
解
す
べ
き
で
は
な
い
。
習
近

平
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
そ
れ
は
21
年
の
共

産
党
創
立
１
０
０
年
ま
で
に
「
や
や
ゆ
と
り

の
あ
る
」
社
会
を
全
面
的
に
完
成
さ
せ
た
の

ち
、「
勢
い
に
乗
っ
て
、
近
代
的
社
会
主
義

国
家
の
全
面
的
な
建
設
に
む
け
た
新
た
な
征

途
を
開
き
」、
49
年
の
建
国
１
０
０
年
ま
で

大

KEVIN
 FRAYER/GETTYIM

AGES

2021年に創立100年を迎える中国共産党。49年の建国100年までに「近代的な社会主義強国」構築を目指す

20年秋に示された中国の国家戦略内で、科学技術革新などが強調された。
世界が混乱し国内の変革も迫られる中、国民の幸福感向上に賭ける習近平の意図が透ける。

なぜ中国は技術覇権にこだわるのか
国家戦略を読み解く

文・加茂具樹  Tomoki Kamo

慶應義塾大学総合政策学部教授

PA R T 1

中国の「意図」
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本
の
「
技
術
」
が
危
機
に

さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
大
阪

府
警
は
２
０
２
０
年
10

月
、
技
術
情
報
を
中
国
企

業
に
漏
洩
し
た
と
し
て
、
大
手
化
学
メ
ー
カ

ー
「
積
水
化
学
工
業
」
の
男
性
元
社
員
を
不

正
競
争
防
止
法
違
反
容
疑
で
書
類
送
検
し

た
。
漏
洩
し
た
と
さ
れ
る
の
は
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
の
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
な
ど
に
使
う
電
子
材

料
「
導
電
性
微
粒
子
」
の
製
造
工
程
に
関
す

る
機
密
情
報
で
、
積
水
化
学
が
世
界
シ
ェ
ア

ト
ッ
プ
を
握
る
コ
ア
技
術
だ
。

　

中
国
・
広
東
省
の
通
信
機
器
部
品
メ
ー
カ

ー「
潮
州
三
環
グ
ル
ー
プ
」の
社
員
は
18
年
、

ビ
ジ
ネ
ス
に
特
化
し
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ・サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）「
Ｌ

ｉ
ｎ
ｋ
ｅ
ｄ
Ｉ
ｎ
（
リ
ン
ク
ト
イ
ン
）」
を

通
じ
て
積
水
化
学
の
元
社
員
に
接
触
し
、
関

係
を
築
い
た
と
い
う
。

　

国
内
の
人
手
不
足
や
中
途
採
用
の
普
及
も

技
術
流
出
の
リ
ス
ク
に
拍
車
を
か
け
る
。
一

部
報
道
に
よ
れ
ば
、
Ｉ
Ｔ
人
材
会
社
「
ス
カ

イ
テ
ッ
ク
」（
東
京
都
千
代
田
区
）
は
、
職

務
経
歴
を
偽
っ
て
、
東
証
一
部
上
場
企
業
な

ど
に
中
国
人
エ
ン
ジ
ニ
ア
や
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー

を
派
遣
し
て
い
た
と
の
こ
と
だ
。
経
歴
を
詐

称
し
た
海
外
人
材
が
国
内
の
シ
ス
テ
ム
開
発

現
場
に
入
り
込
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

日

日本企業の機密情報が相次いで国外へ流出している。
外国企業の経済スパイによる戦略的犯罪行為に対抗する術とは。

狙われる技術大国・日本
官民一体で「営業秘密」を守れ

文・編集部（川崎隆司）

PA R T 2

情報管理

NURPHOTO/GETTYIMAGES

ファーウェイのワルシャワ支社に立
ち入る従業員らしき人物。ポーラン
ドでは、19年1月、同社の中国人幹
部ら2人がスパイ容疑で逮捕された

26
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本
の
不
動
産
が
外
国
資

本
、
と
り
わ
け
中
国
資
本

に
買
収
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
10
年
以
上
に
な
る
。
こ
の
話
題
に
な
る

と
多
く
の
日
本
人
は
買
収
す
る
外
国
資
本
を

批
判
す
る
が
、
日
本
に
は
外
国
資
本
の
不
動

産
売
買
を
規
制
す
る
ル
ー
ル
が
な
い
の
を
ご

存
じ
だ
ろ
う
か
。
買
収
す
る
側
か
ら
す
る
と

不
動
産
買
収
は
一
つ
の
商
い
で
あ
り
何
ら
違

法
で
は
な
く
、
問
題
は
、
日
本
人
の
危
機
意

識
の
欠
如
に
つ
き
る
。

　

政
府
は
こ
れ
ま
で
何
度
も
ル
ー
ル
を
作
る

と
強
調
し
て
き
た
が
全
く
進
展
し
て
こ
な
か

っ
た
。
そ
れ
が
よ
う
や
く
重
い
腰
を
上
げ
そ

う
だ
。
安
全
保
障
上
重
要
な
土
地
の
買
収
に

関
し
て
、
有
識
者
会
議
を
設
置
し
、
重
要
防

衛
施
設
周
辺
や
国
境
離
島
に
区
域
を
指
定

し
、
土
地
購
入
者
に
国
籍
な
ど
事
前
届
出
を

義
務
付
け
る
な
ど
２
０
２
１
年
の
通
常
国
会

で
の
法
案
提
出
を
目
指
す
と
い
う
。
こ
れ
ま

で
の
消
極
的
な
対
応
か
ら
す
る
と
大
き
な
進

日
PA R T 5 -1

文
・
宮
本
雅
史  M

a
sa

fu
m

i M
iya

m
o

to

産
経
新
聞
編
集
委
員

武
器
を
持
た
な
い
戦
争
に

耐
え
う
る
国
づ
く
り
を
急
げ

日本各地の土地が外国資本によって買収され続けている。そこには諸外国と異なり法規制はなく、
経済活動として〝合法的〟に行われる。領土を守るためにも、危機意識を持つことが必要だ。

〝合法的〟に進む外資土地買収は想像以上
もっと危機感を持て

PA R T 5

土地問題
文・宮本雅史  Masafumi Miyamoto

産経新聞編集委員

中国はじめ外国資本による土地買収が進む
北海道。洞爺湖周辺では、月浦地区（写真
左上）の山林地帯約７.７㌶が買われた
THE YOMIURI SHIMBUN/AFLO
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州
の
対
中
姿
勢
、
認
識
が

急
激
に
厳
し
く
な
っ
て
い

る
。
ド
イ
ツ
を
は
じ
め
と

す
る
欧
州
企
業
の
買
収
攻

勢
に
よ
る
技
術
流
出
へ
の
懸
念
や
、
香
港
や

新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
な
ど
で
の
人
権
問
題

の
悪
化
な
ど
が
影
響
し
た
。
こ
れ
ら
に
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
初
期

対
応
の
遅
れ
や
情
報
隠
蔽
が
加
わ
っ
た
。
さ

ら
に
、「
戦
狼
外
交
」
と
呼
ば
れ
る
、
恫
喝

を
も
含
む
中
国
に
よ
る
強
硬
な
対
外
姿
勢

が
、欧
州
の
反
発
を
強
め
る
結
果
に
な
っ
た
。

　
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
変
化
と
い
う
構
造
的

要
因
も
あ
る
が
、
中
国
自
身
も
オ
ウ
ン
ゴ
ー

ル
を
重
ね
た
。
続
く
ベ
ナ
ー
氏
の
論
考
が
指

摘
す
る
よ
う
に
、
欧
州
に
お
け
る
ト
ラ
ン
プ

政
権
へ
の
反
発
は
、
中
国
に
と
っ
て
は
、
欧

州
を
懐
柔
す
る
絶
好
の
機
会
だ
っ
た
。
し
か

し
、
中
国
は
こ
れ
を
完
全
に
逃
し
た
。

　
そ
れ
で
も
、
中
国
が
欧
州
を
完
全
に
「
失

っ
た
」
と
考
え
る
の
は
早
計
だ
ろ
う
。
と
い

う
の
も
、
中
国
の
目
的
は
も
は
や
、
欧
州
全

欧

対中政策の厳格化に慎重なメルケル首相

SEAN
 GALLUP/GETTYIM

AGES

解説

文
・
鶴
岡
路
人  M

ic
h

ito
 Tsu

ru
o

ka

慶
應
義
塾
大
学
総
合
政
策
学
部
准
教
授

戦
略
的
自
律
を
目
指
す
欧
州

試
さ
れ
る
日
本
の
外
交
力

欧州の対中認識は、「コペルニクス的革命」と言われるほどに厳しくなっている。
日欧の共通課題を克服する処方箋とは何か。日独の識者が読み解く。

激変した欧州の「中国観」
日本は独・欧州ともっと手を結べ

PA R T 6

欧州
文・トーステン・ベナー  Thorsten Benner

グローバル公共政策研究所（GPPi）所長
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イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
登
場
し

て
も
ら
う
ク
ラ
イ
ブ
・
ハ

ミ
ル
ト
ン
氏
は
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
（
以
下
、
豪
州
）

の
首
都
キ
ャ
ン
ベ
ラ
に
あ
る
チ
ャ
ー
ル
ズ
・

ス
タ
ー
ト
大
学
の
教
授
で
あ
る
。
主
な
研
究

分
野
は
公
共
政
策
と
経
済
だ
が
、
環
境
問
題

に
も
関
心
を
持
っ
て
お
り
、
自
身
が
創
設
し

た
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
気
候
変
動
の
問
題
に
つ

い
て
研
究
・
発
信
し
て
い
た
。
同
氏
は
２
０

０
９
年
に
落
選
し
た
も
の
の
「
緑
の
党
」
か

ら
連
邦
議
員
に
立
候
補
し
た
こ
と
も
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
リ
ベ
ラ
ル
、
環
境
左
派
に
属
す
る

学
者
で
あ
り
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
も
積
極
的

に
発
言
を
し
て
い
る
豪
州
の
代
表
的
な
知
識

人
の
一
人
で
あ
る
。

　

中
国
共
産
党
の
浸
透
工
作
に
興
味
を
も
っ

た
き
っ
か
け
は
08
年
の
北
京
五
輪
の
前
に
キ

ャ
ン
ベ
ラ
で
大
量
の
中
国
人
留
学
生
が
聖
火

リ
レ
ー
を
守
る
た
め
に
反
北
京
派
の
デ
モ
と

衝
突
し
て
暴
動
事
件
を
起
こ
し
た
こ
と
を
目

撃
し
た
こ
と
だ
が
、
直
接
的
に
は
16
年
に
中

本

2020年、上海で行われた輸入品博覧会でアピールする豪州の化粧品メーカー

解説

文
・
奥
山
真
司  M

a
sa

sh
i O

ku
ya

m
a

国
際
地
政
学
研
究
所
上
席
研
究
員

日
本
と
同
じ
シ
ー
パ
ワ
ー

豪
州
か
ら
学
ぶ
べ
き
こ
と

AP/AFLO

中国との経済的な関係を強めてきた豪州だが、その背後で見えない侵略が進んでいた。
同様の戦略を中国は世界各国で進めている。豪州人研究者に何が起きていたのか聞いた。

世界中に広がる〝親中工作〟
「イデオロギー戦争」の実態とは？

文・クライブ・ハミルトン  Clive Hamilton

チャールズ・スタート大学教授

PA R T 7

オーストラリア
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POPULISM

９
３
０
〜
40
年
代
と
現
代

の
類
似
性
が
高
い
こ
と
が

指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

な
っ
て
き
た
。
何
か
に
つ

け
て
す
ぐ
に
こ
う
し
た
例
え
を
持
ち
出
す
の

も
ど
う
か
と
思
う
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
今
般

は
、
や
は
り
か
な
り
の
程
度
そ
れ
が
当
た
っ

て
い
る
点
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
で

あ
ろ
う
。
一
方
で
、
議
会
制
民
主
主
義
や
言

論
の
自
由
な
ど
の
「
自
由
民
主
主
義
」
を
否

定
し
た
「
全
体
主
義
」
体
制
の
政
治
が
世
界

の
あ
ち
こ
ち
で
行
わ
れ
、
そ
れ
が
あ
る
程
度

の
成
功
を
収
め
て
い
る
よ
う
に
見
ら
れ
る
。

　

他
方
で
、
議
会
制
民
主
主
義
体
制
を
と
る

国
で
は
大
衆
に
対
す
る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
な
ど

の
操
作
を
通
じ
た
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
治
が
盛

行
し
、
そ
こ
か
ら
も
議
会
制
民
主
主
義
＝
自

由
民
主
主
義
に
対
す
る
懐
疑
が
広
ま
り
つ
つ

あ
る
よ
う
に
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

中
国
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
発
生
地
で
あ
る
と
見
ら
れ
な
が
ら
あ
っ
と

い
う
間
に
感
染
者
を
抑
え
込
ん
だ
と
さ
れ
、

海
外
に
対
し
て
断
然
優
位
に
立
っ
た
こ
と
は

大
き
く
、
そ
れ
に
対
し
て
米
英
な
ど
の
欧
米

諸
国
が
い
ま
だ
に
多
く
の
コ
ロ
ナ
感
染
者
に

苦
し
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
そ
う
し
た
事
態

を
象
徴
的
に
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

30
〜
40
年
代
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
ナ
チ
ス
ド
イ

ツ
や
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
の
フ
ァ
シ
ス
ト
党
の
イ

タ
リ
ア
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
共
産
党
支
配
の
ソ

連
な
ど
多
く
の
国
で
全
体
主
義
政
治
が
行
わ

れ
、
そ
れ
が
成
功
し
た
と
見
ら
れ
、
英
米
仏

な
ど
議
会
制
民
主
主
義
国
で
は
な
か
な
か
経

済
が
回
復
せ
ず
大
き
な
苦
境
に
見
舞
わ
れ
、

こ
こ
か
ら
結
局
は
第
二
次
世
界
大
戦
に
至
っ

た
と
い
う
史
実
が
こ
の
危
機
感
に
説
得
性
を

増
し
て
い
る
。

　

と
く
に
、
当
時
ド
イ
ツ
で
ア
ウ
ト
バ
ー
ン

１

2020年の流行語大賞にもなった「3密」や「STAY HOME」。コロナ禍で「スローガン」が世にあふれている
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コ
ロ
ナ
禍
で
現
れ
た〝
自
粛
警
察
〞の
よ
う
に
、日
本
特
有
の
同
調
圧
力
が
復
活
し
た
。

下
か
ら
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
国
家
権
力
さ
え
も
動
か
し
て
し
ま
う
。か
つ
て
の
過
ち
を
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
。

コ
ロ
ナ
禍
で
ま
た
ぞ
ろ
忍
び
寄
る

〝
日
本
型
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
〞の
影

筒井清忠
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さ
に
異
例
ず
く
め
の
米
大

統
領
選
挙
で
あ
っ
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
で
数
千
万
人
の

有
権
者
が
郵
便
に
よ
る
投
票
を
選
ぶ
中
、
現

職
の
大
統
領
が
選
挙
で
大
規
模
な
不
正
が
行

わ
れ
た
と
主
張
し
、
法
廷
闘
争
で
激
戦
州
で

の
投
票
結
果
の
確
定
を
遅
ら
せ
、
州
議
会
に

よ
る
投
票
で
一
般
投
票
の
結
果
を
覆
そ
う
と

し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
根
拠
の
な
い
訴

訟
は
こ
と
ご
と
く
裁
判
所
に
棄
却
さ
れ
、
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
は
政
権
移
行
に
向
け
た
プ
ロ

セ
ス
を
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
追

い
込
ま
れ
た
。
事
実
上
選
挙
は
終
わ
り
、
２

０
２
１
年
１
月
20
日
正
午
に
バ
イ
デ
ン
前
副

大
統
領
が
次
期
大
統
領
に
就
任
す
る
。

　

今
回
の
選
挙
を
通
じ
て
、
米
国
内
の
分
断

の
根
深
さ
が
改
め
て
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

今
回
の
選
挙
で
は
１
２
０
年
ぶ
り
に
66
％
と

い
う
高
投
票
率
を
記
録
し
、
バ
イ
デ
ン
氏
は

８
０
０
０
万
票
、
ト
ラ
ン
プ
氏
も
16
年
を
１

０
０
０
万
票
上
回
る
７
４
０
０
万
票
を
獲
得

し
た
。
最
大
の
争
点
は
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の

評
価
だ
と
み
ら
れ
て
い
た
が
、
１
０
０
０
万

人
以
上
の
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
者
と
25
万
人

以
上
の
死
者
を
出
し
、
ト
ラ
ン
プ
氏
自
身
の

感
染
と
周
囲
で
も
感
染
拡
大
が
あ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
だ
け
ト
ラ
ン
プ
氏
へ
の

支
持
が
広
が
っ
た
の
は
、
格
差
問
題
に
加
え

て
、
人
口
動
態
の
変
化
に
よ
っ
て
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
に
な
っ
て
い
く
白
人
の「
不
安
と
不
満
」

が
大
き
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
大
統
領
選
で
は
バ
イ
デ
ン
氏
が

勝
っ
た
が
、
議
会
選
挙
で
は
民
主
党
は
事
実

上
敗
北
し
た
。
上
下
両
院
で
民
主
党
が
多
数

派
に
な
る
と
み
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
下
院
で
は
過
半
数
は
維
持
し
た
も
の
の

議
席
を
減
ら
し
、
上
院
は
年
明
け
の
ジ
ョ
ー

ま

2020年11月24日、新たな潜水艦の着工式典で演説する、台湾の蔡英文総統
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米
国
の
意
識
が
国
内
の
混
乱
に
向
か
う
間
隙
を
突
き
、中
国
が
台
湾
統
一
に
動
く
と
の
懸
念
が
高
ま
る
。

台
湾
有
事
は
我
が
国
の
有
事
に
も
つ
な
が
る
。日
本
は
不
測
の
事
態
に
備
え
、バ
イ
デ
ン
政
権
と
と
も
に
何
を
す
べ
き
か
。

前
途
多
難
な
バ
イ
デ
ン
政
権

「
台
湾
有
事
」に
ど
う
備
え
る
の
か
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